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われわれは，「高校生調査」（以下「本調査」とよぶ）の企画段階で，統計意識にかんする

一定の差異が，おそらく地域別，男女別，公・私立別，普通・実業科別，進路別などにみら

れるだろうという問題意識をもっていた。これらの属'性別比較分析のうち，地域別分析につ

いては，分析Ｉで考察している。また男女別については，若干の項目で較差がみられるが，

章を設けて指摘しなければならないほどの差異ではなく，公・私立別でも，地域要因をから

ませないかぎり特筆すべきほどの較差はみられなかった。しかし，普通・実業科別に比較し

てみると,前二者の場合よりも,かなり大きな差異がみられた苧'）
注2）

ところで，われわれは，「成人調査」の結果分析から，統計意識には学歴差があり，概し

て高学歴者ほど統計調査に対して協力的であることを確認している。このことは，成人層の

学歴差に対応するものが，高校生においてどのような形で内在しているのかという問題への

関心をひきおこす。しかも「本調査」が，「成人調査」の補完的性格を有していることを考

えれば，普通・実業科別分析よりも，進路別すなわち進学:希望者，就職希望者別による分析

がより問題の本質をうきぼりにするように思われる。

また「成人調査」の分析から，われわれは，若年層ほど統計調査に対して非協力的な傾向

が強いことも確認している。では，大卒および高卒成人の内部における年代別傾向はどうで

あろうか。さらに，高校生は20代成人層につながる年代であり，前者は後者に対してどのよ

うな位置にあるのか。これらの問題については，「本調査」の進路別集計結果とそれに対応

する「成人調査」の学歴別集計結果との接続による比較，すなわち「進路・学歴・年代」別

に比較することによって明らかにしたい。

注1)男女別，公・私別，普通・実業科別については，後掲の集計結果表参照。

注2）「成人調査」の分析については次の資料を参照されたい。

『統計環境の実態』（九州大学経済学部統計学研究室）：１９７９年３月，『研究所報』

ma4（法政大学日本統計研究所）：１９７９年３月，浜砂敬郎「統計環境の実態一統計調査

とプライバシー－」『中央調査報ｊｌａ２６７：１９８０年１月，大屋祐雪，坂田幸繁「統
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計環境の現状」「九州経済統計月報」ＶＯＬ３４：１９８０年１月

注３本稿では，「本調査」と「成人調査」との結果から，就職希望の高校生→高卒成人の

統計系列をつくり，それを「高卒コース」とよび，進学希望の高校生→大卒成人のそれを，

「大卒コース」とよぶことにする。下図参照。
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（１）統計についてのイメージ

ことに，「統計」についてのイメージをたずねた調査結果がある。

「成人調査」では，「計算・数字」および「図・表」を思いうかべた「計数思考」型（２

７％）と「何もうかばない」および「，．Ｋ」回答にあらわれた「無連想」型（１５％）が，

比較的多いことが指摘されていた。

高校生においては，成人層に比較して，「無連想」型が減り，「計数思考」型が一段と多

くなっている。その比率は，「無連想」型が４％，他方「計数思考」型は３７％である。さ

らに高校生の回答を進路別にみると，「進学」と「就職」との間に特記せねばならないほど

の較差はみいだしがたく，両者とも，「計数思考」型回答が同じ程度みられることに注意を

要する。

他方，「計数思考」型回答について，２０代「大卒」と20代「高卒」とを比較すると，両者

の間に大きな較差がみられる（表１－１，１－２参照）。このことは，大学生の「計数思考」

型の回答比率が６割以上にものぼっていることから明らかなように，大学における統計教育

の影響が大きいように,思われる。

このように,高・大生において,「統計」について「計数思考」的イメージが，成人層よ
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りもかなり強く形成されている。統計調査とは似て非なるイメージが形成されていることに，

留意せねばならないであろう。

表１－１「統計」からの連想

表１－２「計数思考」型回答一「進路・学歴・-年代」別一

（２）統計調査に対する反応

表２－１は，「国の重要な統計調査」}てたいする協力姿勢をたずねた調査結果である。

まず，「必ず答えなければならない」という回答比率をみると，成人屑の２５％にたいし

て，高校生は１８％と前者にくらべてかなり低い。また高校生の回答を進路別にみると，進

学希望者が２２％と成人層に近い数値であるのに対して，就職希望者のそれは１３％である。

他方，「ことわってもよい」という拒否的回答をみると，高校生の比率は成人層のそれをこ

え，進路別では「進学」の８％に対して「就職」は１３％となっている。このような回答傾

向から，「国の重要な統計調査」への義務的な協力意識は，成人層，進学希望者，就職希望

者の順に低下し，逆に拒否意識が強くなっているといえよう。

表２－１国の重要な統計調査への態度
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図２－１国の重要な統計調査への態度
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この質問に関連して，図２－１の「進路・学歴・年代」別比較をみると，「必ずこたえな

ければならない」という義務的な協力意識は，「大卒コース」，「高卒コース」とも，若年

層ほど低下している。また，ほぼ全年代にわたって，「高卒コース」よりも「大卒コース」

の者に義務的な協力意識が高く，高校生の「進学」と「就職」のそれは，それぞれのコース

の成人若年層とほぼ同じ水準にある。逆に，「ことわってもよい」という拒否的回答は，両

コースとも若年層ほどやや上昇する傾向がみられる。

周知のように，国勢調査のような「国の重要な統計調査」は，ほとんど指定統計調査であ

り，申告義務が課せられている。このことを考慮すれば，両コースの若年層で義務的な協力

意識が低下し，逆に拒否意識が強いという傾向は，今後，国の統計調査への協力姿勢が後退

することを示唆している。

ところで，調査主体が異なれば，被調査者の協力姿勢にも相異があらわれてくることが考

えられる。そこで，調査主体が，新聞社の場合と国の場合について協力意識の相異をみてみ

よう。

表２－２は，「新聞社の世論調査」にたいする態度をたずねた回答結果である。高校生に

おいては，「新聞社の世論調査」に対して，「あまり気がすすまなくても答える」という回

答比率は，成人層にくらべて１３％ほど高い。これを進路別にみると，「進学」と「就職」

との間に大きな較差はみられず，両者とも成人層に比較して新聞社に対する協力意識が高い。

●

表２－２新聞社の世論調査

￣

しかしながら，「国の統計調査」の場合は，回答傾向が新聞社の場合とは異なっている。

表２－３にみられるように，高校生は，成人層にくらべて「国の統計調査」にたいする協力

意識がやや低下し，逆に「気がすすまなければことわる」という拒否的回答が１割近くも多

い。また進路別では，「進学」よりも「就職」に非協力意識が強い。これは，先の「国の重

要な統計調査」の結果とも符合している。
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表２－３国の統計調査

さらに，同じ問題について「進路・学歴・年代」別に比較してみよう。ここでは，「あま

り気がすすまなくても答える」の回答比率をもちいて比較した（図２－２）。

図からわかるように，「国の統計調査」に対する協力意識は，若干の撹乱があるものの両

コースとも若年層に向って低下傾向にある。またコース別に比較すると，全年代を通じて「

大卒コース」の者がより協力的であり，常に両コース間に較差がみられる。このことは，高

校生の進学希望者と就職希望者との較差が将来も存続することを暗示している。

他方，「新聞社の世論調査」にたいしては，高・大生の協力意識が，成人屑にくらべて高

い。高・大生がマスコミにたいして関心が深く，成人層ほどには日常生活に忙殺されていな

いことがその一因であろう。

ところで，この図には，調査主体の相異による協力意識の差が，成人１門ほどに高・大生の

回答には存在しないという注目すべき傾向が看取される。すなわち，「囚の統計調査」にた

いして「あまり気がすすまなくても答える」という回答の比率と，「新聞社の世論調査」の

それとの差を年代別にとると，その値は高・大生において最も小さい。５０～60代の成人層で

は約４割のひらきがあるが，高・大生では２割前後の較差しかみられない。

このような回答結果となった理由として，次の二つのことが考えられる。一つには，高・

大生の大部分が統計調査の申告を経験していないこと，二つには，「お上」や公的権威を認

める気持や意識が，かれらにおいて，欠如ないしは希薄化しつつあることが考えられる。後

者については，若年府で義務的な協力意識が低下していることを示した先の分析（「国の重

要な統計調査」に関する質問）からもうなづくことができる。それはともかく，高・大生に

おいて，「国の統計調査」への協力意識が低下し，国と新聞社という調査主体の相異がさほ

ど意識されていないことを，われわれは銘記しておかねばならない。

ところで，統計調査への自発的な協力意識が高まるためには，統計の政治的・社会的意義

についての理解，具体的には統計が政治にいかされているという理解が必要不可欠であろう。

図２－３は，「政治に統計は必要か」という質問に対して，「統計がなくてもやっていけ

－２１１－

気がすずまな
くても答える

気がすすまな
ければことわる

その他 Ｄ・Ｋ 計（実数）

就職希望

進学希望

６１．９

６６．５

３６．１

３１．３

１．６

２．０

４
２
．
０

０
０

1００．０

１００．０

９７９

１３９１

高校生 ６４．６ ３３．３ 1．８ 0.3 1００．０ 2４８２

成人 ６８．１ ２４．５ 3.5 4.0 1００．０ 1４３５



る」という回答比率を「進路・学歴・年代」別に比較したものである。

図２－２調査への協力
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図２－３統計}よ不要
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図から明らかなように，進学希望者と就職希望者との間には５％程度の較差があり，その

差はまた大卒および高卒成人の全年代を通じてもみられる。すなわち，「大卒コース」より

も「高卒コース」の者に統計は不要という否定的評価を与える傾向がどの年代でも強い。こ

のような，両コース間における統計の意義についての理解の相違は，両者の統計調査に対す

る協力意識の差異に関係しているものと考えられる。

つぎに表２－４は，「調査協力の手段」にかんする質問の集計結果である。「調査結果を

政治に生かす」ことが，調査協力を高める手段として効果的だと考える者の比率は，成人層

よりも高校生において低く，逆に「協力者にお礼をする」のそれは，高校生の方が１割以上

も高い。このような高校生の回答傾向は，進学希望者よりも就職希望者において強くみられ

る。調査への協力と引換えに「お礼」を求める心理の拡がりは，今後，実査の困難性がさら

に増すことを予感させるものである。

表２－４協力を高める手段
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（３）プライバシー意識と統計調査

統計調査は．直接には被調査者の利益にならない全くの不生産的行為を要請することによ

って成立している。またプライバシー意識の浸透とともに調査に対する協力が得にくくなっ

ているのが統計調査環境の現状であろう。「本調査」でも，統計調査におけるプライバシー

問題について，いくつかの質問項目を設けている。

まず，表３－１は，「正しい統計とプライバシーのどちらを優先するか」をたずねた調査

結果である。「プライバシー優先」回答に注目すると，その数値は成人屑の４７％に対して，

高校生は６１％とかなりの高率である。また，進路別では，進学希望者の５６％にたいして，

就職希望者は６８％と前者にくらべて１割以上も高い。

表３－１正しい統計とプライバシー

‐卜優′

つぎに，「調査結果の課税目的利用」にかんする質問の集計結果をみると，調査結果が課

税目的に「利用されている」および「ことによると利用されているかもしれない」と答えた

者の比率は，成人1両の４３％に対して高校生では６９％にも達している。進路別にみると，

進学希望者の６６％にくらべて，就職希望者は７４％と前者よりも「調査結果の課税目的利

用」への疑いがさらに強い（表３－２参照）。
の

表３－２調査結果の課税目的利用

また「調査結果の身元調査への利用」にかんする質問の集計結果にも同様の傾向がみられ

る（表３－３参照）。

－２１４－

統計優先 プライバシー優先 その他 Ｄ、Ｋ 計（実数）

就職希望

進学希望

２８．６

３５．６

6７．９

５６．４

２．７

６．５

0．８

１．４

1００．０

１００．０

９７９

1３９１

高校生 ３２．３ ６１．４ ５．１ 1．２ 1００．０ ２４８２

成人 ４２．６ ４６．５ ２．６ 8.3 1００．０ 1４３５

利用され
ている

ことによ

ると利用
されてい

ない
その他 Ｄ・Ｋ 計（実数）

就職希望

進学希望

1２．３

１１．３

６１．４

５５．１

２３．４

２９．６

0．５

１．４

2．５

２．６

1００．０

１００．０

９７９

1３９１

高校生 １１．６ ５７．４ ２７．４ 1.0 ２．５ 1００．０ 2４８２

成人 1０．７ 3２．５ ４２．６ 2.2 １１．９ 1００．０ 1４３５



表３－３調査結果の身元調査への利用

表３－４は，「調査員や統計職員の守秘義務履行」についてたずねた回答結果である。調

査員や統計職員の中には，仕事上の秘密を「守っていない人もいる」という回答の比率は，

成人層の４８％に比較して，高校生においては７４％と著しく高い数値を示している。進路

別の場合，進学希望者よりも就職希望者に調査員や統計職員にたいする不信感が強い。

表３－４調査員や統計職員の守秘義務履行

以上からわかるように，高校生においては「進学」，「就職」をとわず，成人層にくら

てプライバシー優先志向が相当に強く，統計調査の秘密保護（調査結果の統計目的外利用，

調査員や統計職員の守秘義務履行）にたいする疑いが一段と多数の者に意識されている。

なかでも，就職希望者にそのような傾向が著しい。

なお，進路別の回答傾向の差異は，都市部，農村部をとわず共通にみられる（図３－１参

照）。

このような進学希望者と就職希望者との統計調査におけるプライバシー意識の相違は，調

査拒否の要因として，プライバシーにかかわる理由を意識する者の差となってもあらわれて

いる。すなわち，「個人の秘密を知られたくないから」を「調査拒否の理由となっている」

と回答した者は，「進学」の６６＄に対して「就職」は７４％である。「調査の結果が悪用

されるおそれがあるから」については，「進学」５３％，「就職」６１％となっている。

－２１５－

利用され
ている

ことによ

ると利用
されてい
ない

その他 Ｄ・Ｋ 計（実数）

就職希望

進学希望

1２．５

１０．６

５３．８

５０．５

３２．２

３７．１

0.3

0.7

1．２

１．１

1００．０

１００．０

9７９

1３９１

高校生 1１．２ ５１．９ ３５．１ 0.5 1．２ 1００．０ 2４８２

成人 1５．７ ２８．２ ４０．１ 2.2 １３．８ 1００．０ 1４３５

秘密にして
いる

守っていな
い人もいる

その他 Ｄ・Ｋ 計（実数）

就職希望

進学希望

２１．１

２５．１

７７．３

７１．８

０．３

１．３

1．２

１．８

1００．０

１００．０

９７９

1３９１

高校生 ２３．４ 7４．１ 0.9 1.6 1００．０ ２４８２

成人 3９．４ ４８．１ ３．１ 9．５ 1００．０ 1４３５



図３－１－都市部，農村部一

調査結果が課税の
ために「利用」＋
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正しい統計とプライ
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都市部：福岡市および町田市

農村部：熊本県矢部町,鹿児島県知覧町および

長崎県富江町

表３－５調査拒否の理由

－２１６－

理由になっ
ている

(大きな＋
少しは）

理由になっ
ていない

(あまり＋
全然）

その他

Ｄ・Ｋ

計（実数）

個人の秘密を知られ

たくないから

就職希望

進学希望

7３．５

６６．１
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７
１

●
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０
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このように，プライバシーにかかわる拒否理由は，いずれについても就職希望者においてよ

り広範に意識されている（表３－５参照）。

さて，統計調査とプライバシー意識との関連について，年代別に比較すればどのような傾

向がみられるのであろうか。

図３－２は，「正しい統計とプライバシー」にかんする質問の「進路・学歴・年代」別比

較である。「プライバシー優先」という回答は，ある程度の動揺を含むが，「大卒」および

「高卒」コースのいずれも，若年層ほど上昇する傾向にあり，高校生の「進学」，「就職」

とそれぞれのコースの成人若年層との間にかなりの較差がみられる。

それと同時に，３０～40代層におけるコース別の相異が目を引く。すなわち，「高卒」３０～

40代では，「統計優先」よりも「プライバシー優先」と回答した者が多く，「大卒」の場合

はその逆である。このことはプライバシー意識が学歴と強い関連にある個人の社会的，経済

的地位によって大きく影響されることを意味しており，それが学歴差という形で端的にあら
性１）

われたものであろう。

｢進路・学歴・年代」別図３－２正しい統計とプライバシー
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つぎに図３－３は，「調査員や統計職員の守秘義務履行」にかんする質問の比較である，

図３－３調査員や統計職員の守秘義務履行一「進路・学歴・年代」別一
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調査員や統計職員のなかには，仕事上の秘密を「守っていない人もいる」という回答比率は，

両コースとも若年層に向って上昇傾向にある。そして，高校生の「進学」と「就職」の比率

は，各々のコースの成人若年層のそれよりも20％前後も高い。

－２１８－

7２

'

ノ

／

ノ

'

ご△２６

2５

大学コース

弓
'

６

'

"

'４１

7７

。

ノ

２１

ノ

'

ノ

ノ

ノ

高卒コース

P－

'３７

－－－ヶ

3８

---51
－－

4５

-Ｏ４２

凸■ﾛ､■



このような「守秘義務履行」にたいする疑いが，若年層ほど多数の者によって意識されて

いる傾向は，先にみた「プライバシー優先」回答の年代別傾向と一致している。しかも，高

校生および大学生において，「守っていない人もいる」という回答比率が，７割以上にも達

していることは，今後，統計調査の真実性の確保について大きな問題を残すものといえよう。

この感を強めるのは，表３－６にみられるように，調査員への不信感と回答の真実性との間

には，密接な関係があるという「成人調査」の結果である。

表３－６「学歴をきかれたら」×「調査員や統計職員の守秘義務履行」

０００

『研究所報｣ｉｆ４Ｐ１８８参照

ところで，最近，統計調査や行政機構へのコンピューター導入に関連して，国民総背番号

制の問題がさかんに論議されており，「本調査」でも，それについての賛否をたずねている

表３－７がその結果である。

表３－７国民総背番号制について

国民総背番号制に賛成という高校生の回答比率は，「行政事務が簡素化されるから賛成」

と「個人の記録が悪用されないという保証があれば賛成」とを合計して４３％である。他方，

反対回答のそれは，「個人の秘密が守られないから反対」と「コンピュータに管理されるか

ら反対」とを合計して52％となっている。

「コンピュータに管理されるから反対」という回答が３割をこえているが，このことは，

何ものにも束縛されたくないという個人主義的傾向の強まりや，中学．高校教育のなかで偏

差値を進路指導の重要な基準としていることに対する反発や嫌悪感と無関係ではないように

思われる｡しかしながらここでは，賛否のちがいはあるが，プライバシー重視という点では

－２１９－

ありのままに答
えるだろう

少しはウソがあ
る＋答えない

その他
Ｄ・Ｋ

計（実数）

秘密にしている ６６．２ 3１．９ 1．９ 1００．０ 5６５

守っていない ５６．８ ４１．３ 1．９ 100.0 6９０

秘密が守
られない

管理さ
れる

簡素化
される

悪用されない
保証が必要

その他 Ｄ・Ｋ 計（実数）

就職希望

進学希望

２３．７

１７．６

２８．１

３４．１

4.4

5.7

3９．８

３６．４

７
７
●
●

２
４

１．３

Ｌ６

1００．０

１００．０

９７９

1３９１

高校生 ２０．３ ３１．６ 5.0 ３７．８ 3.7 1．６ 100.0 2４８２



共通の，「個人の記録が悪用されないという保証があれば賛成」と「個人の秘密が守られな

いから反対」という回答肢に高校生の６割近くの者が反応していることに注目しておきたい。

注１）浜砂敬郎「統計環境の地域別分析，その２，団地と離島『研究所報｣ＩＥ４Ｐ４７以下

参照。山田茂「分類不能・調査不能・潜在的非協力」『研究所報』妬４Ｐ１３８以下参照。

むすびにかえて

これまでに考察してきた高校生の統計意識の特徴を要約すれば，進学希望者と就職希望者

との較差が大きく，後者においてより非協力的意識が強いということである。しかも，この

ことは，大卒および高卒成人の間にみられる較差がすでに高校生の時点において形成されて

いることを意味している。

ところで，現在の学歴偏重の社会的風潮のなかで，高校教育の矛盾は普通科高校よりも実

業科高校において大きく，就職希望者は進学希望者よりも社会のさまざまな仕組に対して強

い疎外感をいだいているといわれている。そのような心象が社会意識として，統計に対する

進学希望者との態度ないしは反応のちがいとなってあらわれたものであろう。したがってそ

れは，偶然的・一時的な差ではなく，社会的背景をもった必然的な性格をおびたものとみな

ければならない。

このような進路別の相違とともに次の事柄も強調しておく必要がある。

われわれは，「大卒コース」，「高卒コース」の二つの統計系列を設けて統計意識の年代

比較を試みた。その結果，両コースとも若年層ほど非協力的傾向が強いことを確認した。し

かも高校生の「進学」，「就職」において，プライバシー重視の傾向が両コースの成人若年

層にくらべてもかなり強いことは，統計調査がプライバシーにふれることなしには成立しえ

ない以上，今後の統計調査環境にとって憂慮される問題であろう。

（九州大学）

－２２０－




